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挑戦する気持ち、そしてアクション

常に向上心を持ち、新しい知識、技術を吸収しよう。
お客様の役に立つにはまず自身のスキルアップから。
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取締役会長 横山正明 代表取締役 横山淳平 対談

～創業６０周年を迎えて会長・社長に対談をお願いしました～

人生は3度チャンスがあるというが、その裏には
数々の人達の手助け、援助、サポートが存在します。
それをどこで、誰にお返しするかは人それぞれに違う
が恩を忘れずに常に感謝の心を持って日々を過ごした
いと思います。

続いて、代表取締役横山淳平に創業60周年を迎えての
気持ちをお伺いしました。

【社長】
つきなみですが紆余曲折あり、現在に至るといった

ところでしょうか。

廃棄物処理という業種を会社の柱に据えると覚悟を
決めるまで、あらゆることに挑戦しては失敗しての繰
り返しで。そういう意味では現会長が社長時代は色々
ありました。子どもながらにそんな会社の状態を端で
見ていてヒヤヒヤしていました。

しかし、それだけ失敗してもあきらめず新たに挑戦
する気持ちは、今の私たちが見習わなければいけない
大切な部分だと思っています。今年の社内スローガン
であります「挑戦する気持ち、そしてアクション」も
そんな気持ちを忘れないために掲げさせて頂きました。
だからといって、さすがに失敗しても良いとは思いま
せんので、準備万端にすることも大切です。

30歳で中広東沖に土地を求め、建物を建てたが費用

はすべて借り入れました。当時の銀行がよく融資をし

てくれたと思います。

移転後6年間は苦労の連続でした。

この地で再生問屋を営むうちに、赤穂市美化センター

から市内の病院の事業系一般廃棄物を引き取って欲し

いと依頼がありました。前後してY社からポリタンク

(20ℓ入り)の処分の打診を受けます。処分先が分から

なかったが、加西市に廃プラスチック類を溶融してプ

ラグイ(プラスチック製のくい)を作る所を見つけます。

協同組合制のため、組合員にならないと引き受けでき

ないと返事をもらい、組合員となり、処分先を確保す

ることが出来ました。

次に兵庫県産業廃棄物収集運搬業の許可を取得する

ため知人や友人に知恵を借りました。↗

代表取締役 横山 淳平
取締役会長 横山 正明

一方、N社の工場から発生する紙袋の整理を請け負

う業者からその権利を得て、N社との取引が始まりま

した。この頃は、敷地が狭く、自宅近くのお寺の援

助を受け、境内で紙袋の整理をさせていただいた。

このお寺には、風呂を借りたり、随分と助けていた

だきました。

初代社長倉一は、借り入れをして南野中に土地を求

め建屋を建て、同時に有限会社横山商店を設立しま

した。

時代は移り、私が高校を卒業して家業を引き継ぎ

ます。24歳で妻、故・喬子と結婚して１女１男を授

かります。

昭和４８年初代社長倉一は62歳で他界し、生前の借

財は、土地建物を売却しても残りました。それでも、

西隣の倉庫を借りて事業を続けました。↗

こうして、産業廃棄物、一般廃棄物の収集運搬許可
を取得し、今現在に至っております。鉄くず、紙くず
だけではもうとっくに命はなくなっていただろうと思
います。それ程薄利多売の業界でした。その後も広島
県福山市のM社のご協力で、数々の収集運搬業の許可
も広げることが出来ました。

～創業60周年を迎えるにあたって～

まずは、横山正明会長に創業当時の思い出と、その

後の会社の歩みをお伺いしました。

【会長】

1959年(昭和３４年)初代社長横山倉一創業。新港

の菊月船宿の倉庫を借り、古紙問屋を開業しました。

そんな時、ある会社社長宅で家財道具の片付けを手

伝うことになりました。処分する物の中に、有価な

物を見つけ、古道具屋に売り、それなりの代価を得

ました。その会社の社長に、その内のいくらかをお

支払いする。そんな真面目なやり方が社長の信頼を

得たのでしょう。それから、その会社の紙くず、鉄

くずを引き取るようになりました。

３

トップインタビュー 「挑戦する気持ち、そしてアクション」



【社長】
やはり人材不足ですね。単純に人数もそうですが、

私たちの仕事は入社して直ぐ出来るほどシステムとし
て確立していません。これは私たちがシステムの確立
を怠っていると言うことではなく、業種自体が未だ成
長途中といえます。廃棄物と一言で言ってもありとあ
らゆる性状のものが有り、同じ材質のものでも発生行
程が違えば処理も異なります。
廃プラスチック類と言っても工場からの発生だとマテ
リアルリサイクル(※1)できる可能性がありますが、
散々使用した後の廃プラスチック類はマテリアルリサ
イクルがほとんど不可能に近いなど、簡単な例を出し
ましたがこういうことは全ての廃棄物に言えることで
すので、どうしても経験が重要になってきます。そう
いう意味で私は「人材」はまさに「人財」だと考えて
います。ですので、みんなには少しずつでも構わない
のでスキルアップを意識して仕事をして下さいとお願
いしています。まちがいなく、それが会社の力になる
わけですから。↗

～若手社員に対して望むことは何でしょうか？～

【会長】
社長には、社員が勤めていて魅力ある会社と思うに

はどうするのか、10年20年働きつづけたいと思える
ためには、どうするのか、を常に考えて会社を作って
ほしい。

【社長】
何事にも好奇心を持ってもらいたいです。自分の知

らない新しいことに接するとき、不安に思う気持ちも
分かりますが、若いときは知らないことが大半ですか
ら面倒くさがらず、その状況を楽しむくらいの気持ち
でいてほしいです。好奇心は大切だと思います。

～最後に思っておられること、伝えたいことがあれば
お願いいたします。～

【会長】
創業60年になりますが、ここまで順風満帆で来られ

たわけではありません。
絶えず、誰かの助けが働いていることを忘れず、コン
プライアンスの精神で、従業員の幸せを願い、事業の
本質を忘れず、お客様あってのYSTを肝に銘じ10年先
20年先を見据えていくことが大事だと思います。

【社長】
最近は自主的に動いてくれる社員が増えてきて大変

うれしく、頼もしく感じています。

ロボットが代わりにしてくれるならどうぞどうぞ、
ではないでしょうか？そういった時代になる為には、
先ほども言いましたが人間が廃棄物の性状や処理方法
を確立することが不可欠なのです。システムの確立で
すね。そこに行くまではまだまだ課題はたくさんあり
ますからね。

～CSR報告書２号発刊となりますがCSRについてどの
ように考えておられますか？～

【社長】
大変良いことだと思います。私たちがやっているこ

とが広く皆さんに分かりやすく伝わりますので。どう
しても世間一般には伝わりづらい業種だと思いますの
で私たちが仕事することで地域、ひいては地球の環境
の保全に役立っていることを分かって欲しいです。そ
れだけの自覚を持って事業をしていますので。↗

～業界を取り巻く状況もかなり変わってきていますが、
将来への対応についてどのようにお考えですか？～

【会長】
時代との対応、これからの先読み、先進的な処理方

法の研究やネットワーク作りを今からやっておかなけ
ればと思います。やるからには、パイオニアでなけれ
ば意味がないので。

【社長】
何かの雑誌で見たのですが、今後20年でなくなる業

種に廃棄物処理業が挙がっていました。これは人間が
機械に取って代わられるという意味です。あながち間
違いではないと思いますが、少し違うと思います。ど
の業種でもAIやIOTが今後普及していくと思われます
が、仕事の中での危険、汚い、きついという大変な作
業が機械、ロボットに置き換えられる可能性があると
は思います。ですが喜んでそんな作業をする人がいま
すか？

～横山サポートテックの当面の課題と対応策について
どのようにお考えですか？～

【会長】
この赤穂市で、横山サポートテックは、産業廃棄物

については確立されておりますが、西播磨、兵庫県に
おいてどんどんと営業範囲を広げて信頼を得ることも
課題だと思います。また、産業廃棄物業界のPR、社
会貢献が、私たちの掲げている使命かと思います。業
界の地位のアップも絶えず頭に置いておかないとと思
います。

ＣＳＲ報告書もそうで
すが、廃棄物処理につい
ても徐々にではあります
が、自分たちで搬入と搬
出を管理してどうにか現
場をスムーズに稼働させ
ようと試行錯誤していま
す。実際はまだまだです
が、継続していくことで
新たな可能性は必ず見え
ると思います。
一緒に頑張っていきま
しょう。

４
※1 マテリアルリサイクル 製品を原料として再生利用(リサイクル)すること
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会 社 概 要

600,000

620,000

640,000

660,000

680,000

700,000

第52期 第53期 第54期

売 上 高

売上高

•株式会社横山サポートテック名称

•横山淳平代表者

•兵庫県赤穂市中広1370番地の1

•ＴＥＬ 0791-43-5328

•ＦＡＸ 0791-43-6568

所在地

•昭和34年12月創業

•昭和41年3月設立

•1,000万円資本金

•60名従業員数

•中国銀行赤穂支店

•みなと銀行赤穂支店

•トマト銀行赤穂支店

取引銀行

•一般社団法人兵庫県産業資源循環協会

•一般社団法人岡山県産業廃棄物協会

•兵庫県解体工事業協会

加入団体

•http://www.yst21.co.jpホームページ

•info@yst21.co.jpメール

産業廃棄物処理業

一般廃棄物処理業

資源リサイクル業

土木工事業

人材派遣

事業内容

財務情報

産業廃棄物

処分業

《中間処理》

兵庫県

産業廃棄物

収集運搬業

《普通》

兵庫県 岡山県

広島県 大阪府

三重県 島根県

山口県 鳥取県

香川県

《特管》

兵庫県 岡山県

広島県 大阪府

三重県 鳥取県

《積替え保管品目》

廃家電

廃プラスチック類

一般廃棄物

《処分業》

赤穂市

《収集運搬業》

赤穂市

相生市

上郡町

その他

一般建設業(解体工事業)

労働者派遣業

倉庫業

計量証明事業

一般貨物自動車運送業

古紙再生業

古物商

金属くず商

許可一覧

（処理能力）

廃プラ 4.56ｔ/日

がれき14.96ｔ/日

木くず 5.60ｔ/日

破砕機

（処理能力）

紙くず 89.6ｔ/日

廃プラ 37.1ｔ/日

ベーラー機

（処理能力）

0.186ｔ/日

スチロールポスト

保有設備

200,000

400,000

600,000

第52期 第53期 第54期

売 上 比 率

廃棄物処理 土木工事業 人材派遣

作業請負 その他

（単位：千円） （単位：千円）



1959年
(S34年)

1959年(S34)12月1日 横山倉一が創業 営業品目 再資源 (製紙・製鋼原料）

1966年(S41)3月1日 会社設立 有限会社横山商店

1973年(S48)6月24日 横山正明 代表取締役就任

1975年(S50)5月1日 赤穂市中広1367番地1へ移転 0号棟建屋建設／40tﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ設置

1987年(S62)5月1日 構内作業部開設（現サポート事業部）

1996年(H8)2月1日 神戸営業所開設

1996年(H8)11月1日 横山サポートテックへ社名変更

1999年(H11)7月16日 ISO14001承認取得

2001年(H13)11月1日
資本増資『株式会社横山サポートテックへ』
土木事業部の新設

2004年(H16)7月1日
特定労働者派遣事業開始

2006年(H18)1月11日
新事務所現在地(中広1370番地1)へ移転

2008年(H20)3月31日 破砕施設のリニューアル(再断式破砕機の導入）

2009年(H21)7月30日 NPO法人エコキャップ推進協会に登録

2011年(H23)9月1日 横山淳平 代表取締役就任
横山正明 取締役会長就任

2013年(H25)1月4日 計量証明事業登録

2013年(H25)3月27日 倉庫業登録

2014年(H26)8月27日 ㈱中国銀行 無担保｢エコ私募債｣第1回発行

1970年
(S45年)

1990年
(H2年)

2010年
(H22年)

会 社 の 歴 史

2008年(H20)7月6日 デジタルタコグラフ導入

2008年(H20)12月1日 創業50周年記念 記念碑及び社旗掲揚台建立

2014年(H26)2月18日 電力常時監視システム導入

2014年(H26)4月1日 太陽光発電システム導入

2015年(H27)3月17日 被覆線皮むき機設置2015年
(H27年)

2014年(H26)10月16日 PEシート減容機設置

昭和３４年『お客様のお役に立ちたい』と創業して以来
様々な困難を乗り越えてきました。
新たな時代に向かって一歩ずつ歩み続けてまいります。

1973年(S48)6月24日 横山倉一 他界（享年62歳）

1965年(S40)3月 南野中に建屋建設

2014年(H26)2月25日 事務所内の照明をLED照明へ

2014年(H26)4月12日 構内の照明をLED照明へ

2015年(H27)9月20日 設立50周年記念式典開催

2019年
(H31年)

2018年(H30)12月1日 創業60周年記念
記念碑建立・記念植樹

2006年(H18) 旧事務所解体 及び 3号棟建屋建設開始 1980年
(S55年)

1995年(H7)12月19日 破砕機導入

2000年
(H12年)

2000年(H12)11月26日 ベーラー機導入

2005年(H17)5月 テント倉庫(東側)完成

2009年(H21)4月 本社南側駐車場施工

2017年(H29)11月 テント倉庫(西側)完成

2017年(H29)12月 0号棟建屋解体

2000年(H12)10月 1号棟建屋建設

2005年(H17) 2号棟建屋増築

６



（適用範囲）
〇環境事業部の事業活動である廃棄物処理業
・特別管理産業廃棄物収集運搬
・産業廃棄物収集運搬及び中間処理（破砕・減容・圧縮）
・一般廃棄物収集運搬及び中間処理（破砕・減容・圧縮）
・資源リサイクル

等に関連する諸活動に適用する

環境マネジメント組織図

横山サポートテックは、風光明媚な瀬戸内海を南に望み、兵庫県
随一の清流である千種川のほとりに位置しており、この豊かな環境
の保全に努める事を重要課題としています。
私達は廃棄物の収集運搬、中間処理の業務を行うに当り、社会的

責任を認識し、地域への貢献を通じて、地球及び地域環境の保全に
取り組みます。

１．豊かな自然との共生を求め環境に配慮した日常生活と、廃棄
物処理業を持続するため、環境関連の法律、条例、協定及び
業界の要求事項を明確にし、環境目的、目標、プログラムを
定め定期的に見直し、環境保全活動の継続的な改善を図りま
す。

２．廃棄物を適正に処理、リサイクルするため、「法的要求事項
及び当社が同意するその他の要求事項」を順守するにとどま
らず、自主基準を制定し一層の環境保全に取り組みます。

３．排出事業者様に最適なリサイクル方法を提案することはもち
ろん、徹底した廃棄物の分別を行う事により、資源リサイク
ル率を向上させ、火災・震災などの緊急事態が発生した場合
も含め、環境に与える影響を可能な限り抑制し、環境保全と
汚染の予防に取り組みます。

４．地域の人や環境との調和を目指し、全従業員が地域社会にお
ける環境美化の促進に努めます。

平成２５年２月２１日
株式会社横山サポートテック

代表取締役 横 山 淳 平

環境方針

環境マネジメント

環境マネジメント推進体制

当社では『環境方針』に基づいて、環境側面を決定し「環境目標」
を策定しています。
その目標に対して、各課・Ｇｒでは「環境マネジメント実施計画」の
策定を行い、その活動報告を「ＥＭＳ委員会」にて議論し目標達成に
向けて活動を行っています。

７

トップ
マネジメント

(社長)

環境管理

責任者

環境事業部

営業課 管理課
構内作業

Gr
収集運搬

Gr

EMS

委員会

環境管理室

内部監査員
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環境マネジメント実施結果

年度 目 標 実施結果 次年度以降の対応

２０１７

効率の良い収集運搬を実施するため、燃費を
前年対比２％ＵＰする

未達成
前年対比 １０１．４％

２０１８年度も
取り組んでいく

構内在庫量を管理し、リフトの１時間当りの
取扱重量を前年対比２％ＵＰする

目標達成
前年対比 １１０．２％

２０１８年度も
取り組んでいく

排出事業者様への提案により、取扱量（収集
運搬含む）を１％ＵＰする

未達成
前年対比 １００．０％

２０１８年度も
取り組んでいく

ホームページで緑化・環境美化・安全衛生活動
などを紹介し、当社を広く知っていただき、閲
覧件数を前年対比１０％ＵＰする

未達成
前年対比 ９９．６％

２０１８年度も
取り組んでいく

年度 目 標 実施結果 次年度以降の対応

２０１８

効率の良い収集運搬を実施するため、燃費を
前年対比１％ＵＰする

目標達成
前年対比 １０２．８％

今後も管理していく

構内在庫量を管理し、リフトの１時間当りの
取扱重量を前年対比２％ＵＰする

目標達成
前年対比 １１９．５％

今後も管理していく

排出事業者様への提案により、取扱量（収集
運搬含む）を１％ＵＰする

目標達成
前年対比 １１３．４％

２０１９年度も
取り組んでいく

ホームページで緑化・環境美化・安全衛生活動
などを紹介し、当社を広く知っていただき、閲
覧件数を前年対比１０％ＵＰする

目標達成
前年対比 １１９．８％

今後も管理していく



産業廃棄物取扱量の推移
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産業廃棄物取扱実績

収集運搬量 処分量

当社で取り扱う、産業廃棄物の収集運搬量と処分量についての概要です。

汚泥; 5856ｔ

動植物性残さ; 

5869ｔ廃プラスチック類; 3174ｔ

ばいじん; 

2132ｔ

燃えがら; 

2176ｔ

ガラス・陶磁器くず; 

1167ｔ

木くず; 1002ｔ
その他; 923ｔ

収集運搬量（2017年度）

取扱量
22,299ｔ

廃プラスチック類; 

1820ｔ

木くず; 1239ｔ

ガラス・陶磁器くず; 

390ｔ

がれき類; 79ｔ
その他; 125ｔ

中間処理量（2017年度）

取扱量
3,653ｔ

汚泥; 5668t

動植物性残さ; 

7194t廃プラスチック類; 3002t

ばいじん; 

2047t

燃えがら; 

2046t

ガラス・陶磁器くず; 

618t

木くず; 519t

その他; 381t
収集運搬量（2018年度）

取扱量
21,475ｔ

廃プラスチック類; 

2052ｔ

木くず; 573ｔ

ガラス・陶磁器くず; 

55ｔ

がれき類; 27ｔ
その他; 85ｔ

中間処理量（2018年度）

取扱量
2,792ｔ

環境へのかかわり

産業廃棄物処理フロー（2017.3.1～2019.2.28）

９

INPUT

事業活動

OUTPUT

INPUT

事業活動

OUTPUT

廃棄物処理量
6,445ｔ

･リサイクル量
5,997ｔ

･埋 立
508ｔ

協力会社への
廃棄物収集運搬

協力先での
・リサイクル
・埋立

廃棄物
収集運搬量

43,774ｔ

廃棄物受入量
6,477ｔ



環境負荷について

マテリアルバランス(2017年3月～2018年2月実績）

マテリアルバランス(2018年3月～2019年2月実績）

軽油 87.661t-co2

電気 136.086t-co2

電気 6.726t-co2

ガス 0.031t-co2

ｶﾞｿﾘﾝ 18.159t-co2

営業活動
オフィス

収集運搬

中間処理

INPUT 事業活動 OUTPUT

軽油 133,895kl

電気 15,461kw
ガス 4.7m3

ｶﾞｿﾘﾝ 7,827kl

軽油 33.977kl
電気 242,578kw

エネルギー投入量 温室効果ガス排出量

594.111t-co₂

軽油 345.449t-co2

温室効果ガス排出量

594.861t-co₂

軽油 85.671t-co2

電気 137.750t-co2

電気 8.429t-co2

ガス 0.054t-co2

ｶﾞｿﾘﾝ 17.172t-co2

営業活動
オフィス

収集運搬

中間処理

INPUT 事業活動 OUTPUT

軽油 134,025kl

電気 16,559kw
ガス 8.3m3

ｶﾞｿﾘﾝ 7,402kl

軽油 33,206kl
電気 226,935kw

エネルギー投入量

軽油 345.785t-co2
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環境データ
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平成２９年度関西エコオフィス大賞奨励賞受賞

弊社は身近なところからの省エネルギー等の取り組みを実施する事業所として、平成２４年３月３０日に「関西エコ
オフィス宣言事業所」を宣言し、地球温暖化防止活動の裾野を広げていく「関西エコオフィス運動」に取り組んできま
した。「エコオフィス大賞」とは、関西エコオフィス宣言事業所のうち、特に優れた取り組みを行っている事業所を表
彰するもので、この度「平成29年度関西エコオフィス大賞奨励賞」を受賞いたしました。
受賞のポイントとして、グリーンカーテンの設置にあたり、自社内で苗を作り、雨水を利用して簡単に水遣りができ

るようにするなど、費用と手間を抑える工夫をしている点が評価されました。また、近隣幼稚園と共に活動するなど、
他事業所への普及にも努めていることから、他への波及効果が期待できるとのことでした。
こちらでは、関西エコオフィス大賞の取り組みレポートを抜粋してご紹介させて頂きます。

取り組みの具体的内容

・花壇で栽培した花の種を近隣幼稚園の園児に配布しています。
・グリーンカーテンから採取した種を自社で発芽させ、近隣地域の保育所
や取引先企業様へ配布し地域の緑化を推進しています。

・近隣幼稚園の園児のみなさんと一緒にグリーンカーテンの苗を植え、緑
化に対する意識を高める活動を行っています。

他事業所への波及の可能性

・グリーンカーテンにおいては、８年前から取り組みを継続しています
が、社内活動のみにとどまらず、地域の皆様にもグリーンカーテンの良
さを知って頂こうと自社で発芽させたゴーヤの苗を配布する取り組みを
行いました。これにより配布先での栽培を促したり、また近隣幼稚園の
園児のみなさんと一緒にグリーンカーテンの植え付け作業を行う取り組
みも行っています。

・グリーンカーテンは、苗・土・プランター・ネットを用意するだけで手
軽に栽培ができます。
種を採取して苗を作れば翌年からは苗の購入が無くなり、プランターや
ネットも再利用できるので、土のみ用意すれば、低コストでの栽培も可
能になります。散水用の水も雨水を利用することにより、更にコストを
抑えることができます。

・水やりは、当番を決めて順番に行えば、個人の負担も軽減されます。

グリーンカーテンを設置し、遮熱効果により温度の上昇を防ぎ、エアコン
の電力量削減に取り組んでいる。また、自社で発芽させた苗を近隣幼稚園
に配布するなど、地域と連携して緑化活動を実施している。

主な取り組み項目

近隣幼稚園にて
ゴーヤの苗植え活動

ひまわりの種・ゴーヤの苗
と一緒に配布したカード

配布先商店様の
グリーンカーテン

環境への取り組み

１１



取り組みにおいて創意工夫した点

・グリーンカーテンにおいては、設置当初はプランター４個からスタート
しましたが、今ではプランターの数も２２個となりました。事務所だけ
にとどまらず、作業員の休憩場所にもグリーンカーテンの範囲を拡大す
ることにより、遮熱効果も倍増しています。栽培する植物に関しても、
花の咲くつる性の植物やメロンなどの果物、カボチャなどの野菜等を植
え、見ても楽しく華やかになるようにしています。

・緑化活動で地域に貢献できないかと考え、当社で採取した種から苗を作
り、地域の皆様に配布する取り組みを今年度からスタートさせました。

・水やりは、雨水を出来る限り使用し、散水できる仕組みを取り入れまし
た。
倉庫の雨どいからタンクに水を溜め、高低差を使ってホースで水やりを
しています。ホースは穴のあいたものをプランターにはわせているので、
雨水タンクの蛇口を開くだけで散水ができて水やりにかかる時間を短縮
できるようになりました。

効 果

・グリーンカーテンの設置後は強い日差しを遮り、温度の上昇を防ぎ、エ
アコンの電力量も前年度より削減されており、Co2の排出を抑制できてお
ります。

・グリーンカーテンの周囲で温度計測を行ったところ、カーテンの内側は
もちろんのこと、表面においても気温が低くなっており、緑化を推進す
ることで、温暖化の抑制にもつながっております。

その他環境に配慮した取り組みについて

・適正冷暖房温度の設定
・節電の励行
・節水の励行
・省エネ・新エネ設備機器等の導入
・グリーン購入の推進
・エコドライブの励行
・ごみの再資源化
・ＣＳＲ活動等

デマンド監視システム

クリーンキャンペーン

太陽光発電

１２

雨水タンク

レポートに関しては弊社ホームページ（アクティビ
ティレポート内のアーカイブより２０１８年３月を選
択してください）をご覧ください。

詳細はこちらをご覧下さい。

横山サポートテックホームページ



安全への取り組み

１３

従業員から安全標語を募集し、選抜された標語をポスターにしております。
工場内に掲示し、安全への意識を高めています。
ポスターのモデルは、標語の作成者です。



１４

（その他、安全への取り組み）

・緊急時訓練実施・・・本社において、火災という想定で緊急時訓練を実施して
います。

・安全衛生会議・・・・月一回各課・Grの責任者が集まり安全に係る会議を行
っています。

・ヒヤリハット・・・・各課・Grでヒヤリハットを話し合って安全会議で発表
しています。

・業務改善提案・・・・業務に関する改善を日々行っています。

・安全パトロール・・・月一回（本社）の安全パトロールを行っています。

・チャレンジ100・・・ 兵庫県安全協会と交通安全協会が行っている、無事故
無違反運動に参加しています。



ボランティア活動

清掃美化活動

加里屋川清掃

•「加里屋川ふるさとの川整備連絡協議会」

主催の清掃活動に毎年従業員とその家族が

参加。周辺地域や企業から参加されたボラ

ンティアの方々と共にキレイな川を守る活

動が出来ることを嬉しく思います。

赤穂クリーンアップ大作戦

•『５月３０日』を“ゴミゼロの日”とする語

呂合わせにちなみ「赤穂商工会議所環境衛

生・ものづくり委員会」主催のゴミ拾いに、

毎年清掃隊員として参加。この活動は弊社

の会長が発起人で平成１９年より継続中。

クリーンキャンペーン

•月に１回、定期的に事務所周辺の清掃活動

を実施。月に１回という少ない回数ではあ

りますが、地域の美化に貢献できるよう活

動を続けていきたいと思っております。

赤穂港清掃

•年に１回、赤穂港や海岸の清掃を実施。港

や夏が過ぎ去った海岸には、ポイ捨てされ

た大量のゴミがあり、かなりの量が回収さ

れております。ポイ捨てされない環境を目

指し、今後も清掃活動を行って参ります。

舞子公園清掃

•兵庫県産業廃棄物協会青年部主催の「舞子

公園清掃ボランティア」に参加。昨年は台

風の通過後の為、例年に比べゴミの量が多

く参加された皆さんの努力で公園内のゴミ

を回収することができました。
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グリーンカーテン

•毎年夏には事務所の節電対策の為、グ

リーンカーテンを栽培しています。

※グリーンカーテン栽培の詳細について

は１７，１８ページをご覧下さい。

緑の輪を広げよう

•緑化の輪を広めようと、社内で発芽させ

たゴーヤの苗や花壇で栽培した向日葵の

種等を、お客様にプレゼントをしたり、

地域の幼稚園や保育所の園児達と一緒に

ゴーヤの苗を植える活動も行っています。

植樹ボランティア

•赤穂市の「さくらの名所復活大作戦」と

いう桜の植樹ボランティアを実施。城南

緑地公園内のテニスコート横に八重桜の

苗木を５本植樹。訪れる方々の目を楽し

ませてくれるでしょう。

緑の募金

•休憩時のコーヒー代を、「公益社団法人

兵庫県緑化推進協会」へ毎年寄付。わず

かな募金ですが、様々な緑化活動の助け

になることを願っています。

花 壇

•毎年季節ごとの花を観賞できるように整

備を行っています。

•平成３０(２０１８)年１２月には創業６０

周年目を迎え、さくら（ソメイヨシノ）

の木を植樹し、花壇を一新しました。

春

夏

秋

冬

緑 化 活 動
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「播磨圏域連携中枢都市事業」の緑のカーテンコンテストに応募し、２年連続で
団体部門の優秀賞を受賞いたしました。
緑のカーテンコンテストの取り組みレポートを２年分ご紹介させて頂きます。

取組全体の感想

育成の創意工夫
ご自慢ポイント

昨年弊社で育て採取したゴーヤの種を利
用し、種から発芽させることにチャレンジ
しました。１週間程で発芽した種をポット
に植えるとぐんぐん成長し、弊社で使用す
る予定数を超える数の苗ができました。そ
こで市内の幼稚園・保育園・託児所・企業
様に苗をプレゼントし、植えていただきま
した。プレゼントした皆様より、続々とグ
リーンカーテンの便りが届いています。
また「地域と連携した緑化活動」と題し

て、幼稚園へ苗を配り一緒に植える活動は
今年で２回目になります。一緒に植えるこ
とで緑の大切さを知ってもらえたらと考え
ています。このように弊社からグリーン
カーテンの輪が広がっていることを感じ、
うれしく思っています。 「ご自慢の一枚」写真

カーテンの効果

弊社の事務所・喫煙所は、夕方に西日が直接当たる場所にあります。
そこで西日が当たる側にグリーンカーテンを設置しました。結果、夏場
の強い日差しを和らげる働きをしてくれています。直射日光が当たる箇
所が減ったことで、以前よりも涼しく感じます。また、ゴーヤやアサガ
オの花が鮮やかで美しく、社員の目を楽しませてくれています。

ゴーヤとフウセンカズラを利用してしおりを作成しました。ゴーヤの
花の黄色と葉の緑色の色合いが鮮やかで、夏らしい作品になりました。
ゴーヤの実もポイントになっています。このしおりを日頃お世話になっ
ているお客様に配布し、弊社のグリーンカーテン活動を広く知って頂こ
うと思っています。
収穫したゴーヤは社員が持ち帰り調理しました。大きく育ったゴーヤが、
社員の食卓にも夏を運んでくれています。

苗をプランターに植え替えてからは、肥
料やりや摘心をこまめに行い、休日は社員
が当番制で水やりを行うなど一致団結し取
り組むことが出来ました。今年のグリーン
カーテンは思っていたよりも茂りませんで
したが、夏の風物詩として弊社を利用され
る皆様の目を楽しませてくれています。お
客様との会話の中にもグリーンカーテンの
話題が出るなど、弊社の活動によってグ
リーンカーテンに興味を持つ方が増えてい
る印象があります。
弊社だけではなく、市内の幼稚園や企業様
等に協力していただき取り組んだグリーン
カーテン活動。地域に少しずつ広がってい
るこのエコな活動を、今後も弊社から発信
しさらに広めていけたらと思っています。

緑のカーテンコンテスト優秀賞２年連続受賞

平成２９年度
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ご自慢ポイント

カーテンの効果

休憩所のグリーンカーテンがネット全体を
覆い日差しをよく遮り、猛暑で消耗した社員
の体力回復に役立ちました。
今年も昨年採取したゴーヤの種を自社で発

芽させ、弊社のグリーンカーテンに使用する
ことはもちろん、市内の託児所・保育園・幼
稚園・企業様へゴーヤの苗を配布し、グリー
ンカーテンを広める活動を行いました。
今年、初めてゴーヤの植え付けを行った保

育園では、２歳児の園児たちが小さな手で一
生懸命植えてくれました。
今回で３回目となる幼稚園では、ゴーヤの

植え付けを楽しみに待っていただいていたよ
うで、園児達と一緒にグリーンカーテンの栽
培に取り組めることを嬉しく思っております。

「ご自慢の一枚」写真

グリーンカーテンを設置することにより、カーテン
の内側と外側では１０℃の差が出る日もありました。
カーテンにミストを併設し休憩時間にミストを使用し
たところ、周辺気温が更に下がり猛暑の中でも休憩場
所として、涼しくより快適に過ごすことができました。
また、内側からみると、優しい緑の色と木漏れ日が

きれいで、社員を癒してくれました。

育成の創意工夫

昨年はグリーンカーテンの茂りが悪かったので、ゴーヤの苗を植える
１週間前から土づくりを始めました。あさがお等の花を一緒に植えず、
ゴーヤのみ栽培しゴーヤに最大限栄養分がいくようにしました。
しかし連日の猛暑により成長が悪く葉が小さめだったので、ある一定

の高さの所でツルを折り返すなど、カーテンの密集度をあげるように工
夫しました。また、２週間おきの追肥・根切り・土を足す等成長を促し
ました。
実ったゴーヤは、社員が持ち帰り美味しくいただきました。花や葉は

摘んで押し花を作り、グリーンカーテン活動に関心を持っていただける
よう、お客様へ配布する予定です。

取り組み全体の感想

今年で９年目の栽培となりますが、なか
なか思うようにツルが茂らず、毎年試行錯
誤の連続です。
今年は猛暑の為成長が悪く、ツルの誘引

など毎日の手入れや水やりが大変でしたが、
少しでも大きく育つようにみんなで協力し
合って栽培に取り組むことができました。
グリーンカーテンを広める活動では、

ゴーヤの苗を心待ちにしていらっしゃるお
客様がおり、地域の方々に徐々に広がりを
見せています。今年は種の採取にも力を入
れ、来年はより多くの方にゴーヤの苗をプ
レゼント出来るよう、最後まで愛情を込め
て栽培ができました。
弊社のグリーンカーテン活動を知ってい

ただく為に、ホームページで成長記録を紹
介しています。今年は弊社のマスコット
キャラクターの３Ｒちゃんと一緒に写真を
撮り、ホームページで紹介することで、よ
り親しみを持っていただき、グリーンカー
テンの輪がさらに広がることを願っており
ます。

平成３０年度

平成３０年度は、弊社応
接室にて表彰状と記念品
の授与が行われました。

１８



創業６０周年記念行事

平成３０年１２月１日に、社員とその家族を招待し、創業６０周年記念行事を執り行いました。
会長と社長による桜の記念植樹から始まり、ボーリング・食事会と、楽しいひとときを過ごしました。
創業７０周年に向け、今後もより高みを目指し、社員一丸となって邁進して参ります。

相生スカイレーンにて
ボーリングを楽しみました

赤穂ロイヤルホテルでの
食事会と表彰式の様子

創業６０周年記念品の
モバイルバッテリー

桜の苗木を植樹しました

従業員とのかかわり

１９



新しい取り組み

制服の変更

約１８年ぶりに制服を一新しま
した。鮮やかなブルーを基調とし
た清潔感のある色味と、機能性に
優れたデザインになりました。
また、男性用の制服はエコマー

ク対応商品を採用しております。
エコマークとは、環境への負荷が
少なく、環境保全に役立つと認め
られた商品につけられる環境ラベ
ルです。弊社では、文具等もエコ
マーク製品を積極的に使用してお
り、身近なところから環境に優し
い取り組みを行っています。

弊社オリジナルキャラクターの
３Rちゃんが、ぬいぐるみになっ
て新登場しました。大きいサイズ
の３Rちゃんはタオル地で製作し
ており、かわいさだけではなく、
さわり心地も抜群な仕上がりにな
りました。
弊社受付にて、皆様のお越しを

お待ちしています。また社外イベ
ントの際は、その会場に出張する
こともあります。かわいい姿を皆
様に見ていただけることを楽しみ
にしております。

３Rちゃんマスコット

ホームページリニューアル

皆様により見やすく、よりわか
りやすいホームページを目指し、
平成２９年９月に新しく生まれ変
わりました。ブログ（Information
とActivityReport）にて最新情報を
随時更新しております。ぜひご覧
下さい。

２０

http://www.yst21.co.jp

はたらくくるま大集合

赤穂海浜公園にて年に2度開催さ
れている「はたらくくるま大集
合」に弊社のパッカー車が参加し
ています。
今年度からは、表面は弊社が所

有しているはたらくくるま、裏面
が３Rちゃんの塗り絵になったチ
ラシや、パッカー車のペーパーク
ラフトを配布する取り組みを始め
ました。当日来られたお子さまだ
けではなく、大人の方にもとても
喜んで頂きました。



役に立てる喜びが
私たちの
未来への活力です

あ す



編集方針

●環境報告書２０１９は、株式会社横山サポート
テックの環境に対する取り組みをまとめたもので、
利害関係を有する方々に正確にわかりやすくお伝え
する目的で発行しました。

報告対象期間

● ２０１７年３月～２０１９年２月

本報告書に記載している活動実績については、２０
１７年度及び２０１８年度の活動を中心に報告して
いますが、一部それ以前の活動等も含んでいます。

報告時期

● ２０１９年４月



株式会社横山サポートテック
●お問い合わせ先
管理部管理課
TEL:0791-43-5328（代表） FAX：0791-43-6568
http//www.yst21.co.jp

表紙の写真は、本社花壇のネモフィラです


